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研究成果の概要（和文）：更年期世代女性の食環境についての横断研究の結果、更年期世代女性は、朝食、昼食、夕食
いずれにおいても食事にフードサービスを利用していることを見出した。生活習慣病については、更年期世代女性の歯
周病患者のエネルギーおよび栄養素摂取量を検討した横断研究の結果、たんぱく質摂取量が進行群では軽度群より有意
に低かったことを見出した。本研究からわが国の更年期世代女性の食環境は外部化が進行していること、更年期世代女
性の生活習慣病の疾病罹患者の栄養素摂取に偏りがあることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The current state of food environment of Japanese perimenopausal Japanese women 
and the association between lifestyle-related diseases and nutrition intake in perimenopausal Japanese 
women were investigated. As a result, the subjects used food service industries for breakfast, lunch and 
dinner. Usage reason may be saving time. Furthermore we examined nutrition intake in perimenopausal 
Japanese women. For analyses, the study subjects were categorized into quintiles on the basis of the 
distribution of 4PD% subjects. The subjects were classified into three categories the slight 
periodontitis group (SP group), the moderate periodontitis group (MP group), and the progressed 
periodontitis group (PP group)). Protein intake were lower in PP group than those of the SP group. In 
conclusion, perimenopausal Japanese women used food services for meals. There was the relationship 
between nutrition intake and the periodontitis as lifestyle-related diseases in female Japanese patients.

研究分野：総合領域, 生活科学・食生活学
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１．研究開始当初の背景 
男女共同参画社会に関する総理府の世論
調査では、女性の経済力の向上が報告されて
いる 1）。実際にわが国では、全雇用者に占め
る勤労女性の割合は 40.0％と高くなってお
り 2）、晩婚化や高齢出産、少子化も並行して
進んだことで、更年期世代を含む女性では、
成人期から高齢期のライフステージの生活
環境は急激に変化している。厚生労働省では
「女性の健康週間」を定め、女性の健康づく
りを国民運動として展開し自治体に対し各
種の啓発活動を推進している。 
わが国の更年期世代女性は急激に社会進
出が進んだ生活環境を有しており、並行して
食環境も変化してきた。しかし食環境の実態
を明らかにした研究は少なく、本邦では食環
境の整備への基礎データが不足している。さ
らに更年期は加齢に関係する心血管系、脂質
代謝、骨代謝など広い範囲の臓器や代謝系に
変化が現れる世代である。更年期障害とその
要因を検討した調査報告はあるが、生活習慣
病に焦点を絞った研究はほとんどない。その
ため疾患を有する更年期世代女性の健康の
維持増進の実践活動のためのエビデンスが
十分でない。 
更年期女性に対する保健学級や健康教室
の開催などの実践活動の基礎資料となるよ
うな研究成果が必要であるため本研究を計
画した。  
 
２．研究の目的 
本課題の目的は、更年期世代女性の (1)20
歳代からの体重変動と健康との関連、(2)生活
習慣病である歯周病とエネルギーおよび栄
養素摂取量、(3)更年期世代女性の食環境を調
査・検討し、更年期世代女性の食環境と更年
期障害・生活習慣病の実態を明らかにするこ
とである。更年期世代女性は、同居者の有無、
就業の形態、世帯収入など様々な社会的要因
を有しているため、個々人では食環境、社会
との関係や食事摂取に差があることが推測
される。そこで本研究では、社会的特性と医
学的診断で調整した更年期世代女性を対象
とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 20歳代からの体重変動と健康との関連 
対象は、同一地域に在住し平日に開催され
る健康教室に継続的に通っている更年期世
代女性116人を解析対象とした（53.2歳±3.1
歳）。20歳から現在の体重変動と食生活内容
および疾病の有無の関連を、20歳からの体重
「減少群」と「増加群」に分類し検討した。
金城学院大学ヒトを対象とする研究計画等
審査委員会の審査・承認を得て行った（第Ｈ
07004号）。 
(2) 生活習慣病である歯周病とエネルギーお

よび栄養素摂取量 
生活習慣病との関連として歯周病に焦点
をあて患者調査を行った。歯周病の診断はひ
とりの歯周病専門歯科医師がおこない、歯周
病重篤度の評価基準は 4ｍｍのプロービング
デプスの割合（4PD%）、現在歯数と歯周病ポ
ケットとした。研究デザインは横断研究で、
18から 69歳の女性歯周病患者 82人を対象
とし検討した。さらにその中から更年期世代
女性を抽出し検討した。愛知学院大学歯学部
ヒト細胞組織遺伝子疫学情報倫理委員会の
審査・承認を得て行った（承認番号 34）。 
(3) 更年期世代女性の食環境 
 本研究課題で得られた(1)、(2)の結果から、
更年期世代女性の更年期症状・更年期障害お
よび疾病発症について食環境の影響の可能
性が考えられたことから、食環境に関連する
事項について横断研究を行った。対象者は、
特定の３県に在住し、人口 100万人以上の政
令指定都市のターミナル駅まで公共交通機
関で１時間以内、世帯年収 500万円以上であ
る 84人（48歳±3歳）とした。自己記入式
調査票を用いて調査した。調査内容は、フー
ドサービス産業の 1ヶ月に利用した頻度と理
由とした。この調査では、フードサービス産
業を総務省統計局の家計調査報告の分類に
基づき、レストラン、ファストフード、給食、
喫茶店の利用について、食事である朝食、昼
食夕食を分析した。金城学院大学ヒトを対象
とする倫理審査委員会の承認を得て実施し
た（第Ｈ11001号）。 
 
４．研究成果 
(1) 20歳からの体重が減少している「減少群」
は「増加群」と比較して骨折経験が高く、便
通が毎日ある者の割合が有意に低かった。本
成果は、業績番号 雑誌論文⑰で公表したほ
か、国内の関連学会のシンポジウムで講演を
行った（業績番号 学会発表⑭、⑮、⑯）。 
 
(2) 生活習慣病である歯周病とエネルギーお
よび栄養素摂取量 
たんぱく質摂取量が進行群では軽度群よ
り有意に低かったことから、日本人女性歯周
病患者では栄養素摂取量と歯周病進行度と
に関係があることを見出した。本成果は、業
績番号 学会発表⑫で公表したほか、国内の
関連学会のシンポジウムおよび基調講演で
講演を行った（業績番号 学会発表⑧、⑨、
⑬）。 
 

(3) 更年期世代女性の食環境 
対象者の 1ヶ月間のフードサービス利用頻
度は、朝食では 0.7回、昼食では 14.8回、夕
食では 6.2回であった。利用理由は、時間の
節約（朝食では 25.0％）、友人とのコミュニ
ケーション（昼食では 34.8％）、家族とのコ



ミュニケーション（夕食では 46.2％）であっ
た。伝統的に日本では主婦が朝食と夕食を調
理してきたが、この研究課題からは 25％を越
える者が食事にフードサービスを利用して
いたことが見出された。我が国の更年期世代
女性には、生活環境の変化と併せて食環境の
変化があると結論付けた。本成果の一部を業
績番号 学会発表⑥で公表したほか、国内の
関連学会のシンポジウムおよび教育講演で
の講演（業績番号 学会発表①、②、⑤、⑦）
の他、総説として社会に広く公表した（業績
番号 総説①、②）。また一般市民を対象と
し、本課題の結果を交えた教育イベントを実
施した（業績番号 雑誌論文⑥、⑩）。 
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